
主　　旨 自転車を愛好する若人が、それぞれの分野において日頃鍛錬を重ねた技術と能力を競い
合い、体力の向上および健全な精神の滋養をはかり、自転車競技を通じて地域社会との
交流に寄与することを目的とする。

主　　催 全日本実業団自転車競技連盟　福島県石川町
主　　管 全日本実業団自転車競技連盟東支部　福島県自転車競技連盟
後　　援 福島県 石川町教育委員会 浅川町 浅川町教育委員会

(財)日本自転車競技連盟 (社)自転車協会 (株)福島民報社 福島民友新聞社(株)
町民ニュース社 夕刊いしかわ新聞社 石川町区長会 石川町体育協会 浅川町体育協会

協　　力 福島県石川警察署 須賀川地方広域消防組合石川消防署 石川町商工会
石川アマチュア無線赤十字奉仕団

協　　賛 仙台コカ コーラボトリング(株) アサヒ飲料(株)
東北ペプシ コーラ販売（株） 酪王乳業㈱ 石川町観光物産協会

Ｊｻｲｸﾙﾂｱｰ協賛 株式会社シマノ　株式会社パールイズミ　ブリヂストンサイクル株式会社　
株式会社グラファイトデザイン

Ｊｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ協賛 株式会社シマノ　株式会社パールイズミ　パナソニックサイクルテック株式会社
アメア スポーツ ジャパン株式会社マヴィック事業部 

Ｊﾌｪﾐﾆﾝ協賛 パナソニックサイクルテック株式会社

1 実 施 日 平成22年7月17日（土）：前日受付・監督会議
平成22年7月18日（日）：当日受付・レース

2 実施場所 福島県石川町・浅川町周回コース　１３．６ｋｍ／１周
※TRはチーム戦、その他は個人戦で実施 競技はマスドスタート方式とする。
　ただし、TRｸﾗｽのチーム表彰は年間総合のみなのため、個人表彰を実施する。
＊スタート地点Ａ：学法石川高校前
　　　　　　　　　競技種目　①ＴＲ、②ＢＲ－１、④ジュニア
＊スタート地点Ｂ：ＪＡあぶくま石川山橋支店前(周回スタート地点)
　　　　　　　　  競技種目③ＥＲ、⑤ＦＲ・ジュニア女子

3 ｽｹｼﾞｭｰﾙ 7月17日（土）
内　　容 時　　間

コース視察※1 15：00～16：00 　石川役場集合、バイク先導で走行
役員受付 16：00～16：30 　ホテル下の湯内　TEL：0247-26-4101
選手受付※2 16：30～17：30 　ホテル下の湯内
役員打合わせ 17：00～17：30 　ホテル下の湯内
監督会議 17：30～18：00 　ホテル下の湯内

大　会　実　施　要　項

第９回全日本実業団サイクルロードレース in 石川

ジャパンサイクルロードレースツアー2010（Ｊサイクルツアー）：第10戦 

女子サイクルロードレース・ジャパンツアー2010（Ｊフェミニン）：第15戦
ジャパンチームグランプリ2010（Ｊグランプリ）：第15戦 

場　　所



7月18（日）
内　　容 時　　間 対象者
選手受付 8：00～8：30 選手
出走サイン 8：30～9：10 TR、BR-1、ｼﾞｭﾆｱ
開会式 9：15～9：30 大会参加者
出走サイン 12：00～12：50 ER、FR

カテゴリー スタート 最終ゴール 表　彰
TR 9:30 12:45 15:20
BR-1 9:32 11:50 13:20
ジュニア 9:34 11:35 13:20

ER（１組目） 13:00 14:50 15:20
ER（２組目） 13:02 14:50 15:20

FR 13:04 14:25 15:20
閉 会 式 ― ― 15:40

※１　ERのエントリーが200名を超えた場合は、2組に分けてレースをおこなう。

4 競技種目 ①TR 115.8km(13.6km×8周回＋7kmﾊﾟﾚｰﾄﾞ3km含む)
②BR-1 75.0km(13.6km×5周回＋7kmﾊﾟﾚｰﾄﾞ3km含む)
③ER 54.4km(13.6km×4周回)ﾊﾟﾚｰﾄﾞなし
④ｼﾞｭﾆｱ 61.4km(13.6km×4周回＋7kmﾊﾟﾚｰﾄﾞ3km含む)

女子    ⑤FR､ｼﾞｭﾆｱ女子 40.8km(13.6km×3周回)ﾊﾟﾚｰﾄﾞなし

5 参加資格 平成22年度(2010年)に有効な登録者のみ参加できる。
※参考「平成22年度　実業団登録ガイド」http://www.jbcf.jp/docs/2010_jbcfguide.pdf
ただし、JBCFが特別に認めた場合は、この限りではない。

6 表　　彰

ER

7 競技規則 (財）日本自転車競技連盟の規則および本大会特別規則により実施する。

8 競技方法 (1)マスドスタート方式の個人ロードレースとする。
＜関門について＞
　　第１関門は、立ヶ岡交差点（周回コース入り口）
　　第２関門はER．FRのスタート地点（ＪＡあぶくま山橋前）とする。
　　各カテゴリーとも先頭より５分遅れは失格とする。

賞状および賞品
賞状および賞品

2位～6位　賞状および賞品
2位～3位　賞状および賞品

TR

BR-1

2位～6位　賞状および賞品

賞状および賞品
実業団理事杯を授与

2位～6位　賞状および賞品

女子 FR
※女子の参加出走人数が５名以下の場合は、１位のみ表彰する

旧・山橋公民館ｽﾀｰﾄ地点手前右折200m

カテゴリー

男子

優勝

石川町長杯を個人に授与
賞状および賞品

入賞

学法石川高校
学法石川高校　
スタート地点
山橋自治ｾﾝﾀｰ

場　　所

　　　徴収します。

※１　レース出走前に必ず各自「コース試走」して確認すること。　
※２　当日受付は原則として行いませんが、やむを得ない理由がある場合、事前申請を
　　　したチームに限り、当日受付を行います。当日受付申請チームは、「チーム名・
　　　選手名・カテゴリ・申請理由」を記載の上、メールにて、7/15日（木）17：00ま
　　　でに連絡をしてください。事前申請をせず、当日受付をしたチームは、3000円を

男子　 



※注意　各カテゴリー最終回最後の関門を５分以内で通過してもゴール到着が５分以
　  　　上経過の場合にはゴールが撤収されるため完走にならない。交通規制の関係か
　　　　ら了解のこと。
（2）参加者は(財)日本自転車競技連盟公認のヘルメットを着用の事。　　　　　　
（3）検車は行わないので各自の責任で整備すること。
　　出走前に規則違反の整備自転車・使用部品、衣服等が競技役員より指摘された場合
　　にはペナルティの対象になるので注意すること。 
　　＊ ＤＨバー、スピナッチ等のハンドルエクステンションバーは認めない

大会特別規則 ①カテゴリー別に時差スタートで行なうので、順位の決定はカテゴリー別とする。
②スタートＡ地点（学法石川高校）よりスタートのカテゴリーのパレード時は連続隊列
　の走行であるが、３㎞先の地点では時差での競走スタートとする。
③上位のカテゴリーの競走と混走の状態になった場合には、追抜かれる競技者はコース
  左側により通過を待つこと。通過の妨げをしたと判断された場合ペナルティー対象と
  なり、入賞時の判定につながるので注意。
④各カテゴリー先頭競技者より５分遅れた者は失格とし競走を中止する。
⑤カテゴリーによってヘルメットキャップを使用する。
⑥器材の補給（車輪）は２台のニュートラルカーで対応する。対応カテゴリーは監督会
  議で決定する。 コース内平坦でのチーム員によるサポートは認める。
⑦飲食料補給はTRのみとするが、天候によっては、他のカテゴリーにも認める。
  補給カテゴリーの決定や「場所」などは監督会議で通知する。

9 注意事項 （1）参加競技者は、必ずJCF選手登録証（ライセンス）持参のこと。忘れた場合は3000
　　 円のペナルティを課す。新規登録者は、申請書控え必要。（持参なき場合は出走
　　 不可が原則）受付時にはライセンスを提出、競技終了後にフレームプレート、計
　　 測タグと引き替えにライセンスを返却する。計測タグ等を返却しない場合は実費
　　 請求とする。（ボデイ布ゼッケンは返却不要）
（2）競技中に於ける傷害、疾病については応急処置をとるがそれ以後の処置について
　　 は本人の責任で行うこと。　即ち医師などの治療費については、初診料より本人
　　 負担になるので健康保険証を持参すること。
（3）出走サインは規定時間内に、設置のサインボードに記入のこと。サイン忘れはペ
　　 ナルティとして3000円を徴収するので注意のこと。
（4）入賞者が表彰式に無断で欠席した場合は、入賞を取消し空位とする。ただし、事
　　 前に届け出るか若しくは代理出席の場合は除く。
（5）異議の申立ては、競技終了後１５分以内、成績に関するものは発表後３０分以内
　　 に、監督（兼任競技者含む）を通じて競技委員長、または審判長まで申し出る。
（6）本サイクルロードレースは、「公道」利用のため警察官、競技役員の指示を遵守
　　 し、事故のないよう万全の注意を払うこと。
（7）試走時の交通規制、監督会議での決定事項は厳守すること。交通事情によりコー
　　 スが一部変更になる場合もあるので予め了承のこと。

Ｊサイクルツアー (1)Ｊサイクルツアー2010参加チームは、今年初めに貸与した「フレームプレートゼッケ
チームへの注意 　 ン(１枚)」と受付時に配布する「ボディゼッケン(２枚)」を、必ず対象レース時に着

　 用する。レース後、プレートゼッケンは、チーム単位で代表者が責任をもって管理す
　 ること。フレームプレートゼッケンを忘れた場合は、5000円のペナルティを課し、再
　 発行となる。
(2)大会エントリー数内での、ＴＲ登録選手の交代を認める。

10 ポイント 本大会は「ランクＣ」のJBCFポイントを付与する。
但し、ジュニアには付与しない。



11 参加料 男子
女子 2,000円／名（保険料含む）※今年度より、JBCF未登録女子の参加は認めない。

高等学校競技者 男女　3,000円（女子は実業団女子と同走承知のこと)
※交通費、宿泊費、飲食費などは、参加者負担とする。

12 申込方法
レース参加料をチーム単位で取りまとめ、郵便振込で大会締切日必着で送金すること。

送金先 ※参加料振込口座
口座番号　00150-7-729977
加入者名　全日本実業団自転車競技連盟
通信欄に「チーム名と申込レース名・男女別の参加人数」を必ず記入すること！

※ジュニア(高等学校選手＝ＪＣＦライセンス所持者)の参加希望者は申し込み用紙を
  福島県自転車競技連盟に請求し、学校の責任者がまとめて行なうこと。個人での申
  込みは受取らないので注意！またジュニアの申込みは実業団連盟に送らないこと。
  ＊ジュニア申し込み先
         福島県自転車競技連盟
         〒９６１－６１３１　福島県東白川郡棚倉町大字棚倉字東中居63

福島県立修明高等学校　中野目　啓
         ＴＥＬ０２４７－３３－３２１４　ＦＡＸ０２４７－３３－７９４３

※ジュニア申し込み者は「現金書留」にて申込書に同封すること。

13 締め切り

14 問合せ先
info@jbcf-net.org

15 コース ①パレード走行するカテゴリーは、TR、BR-1、ジュニアであり、このクラスの競技者は
通行規制   スタート地点とゴール地点が異なる。よってレース終了後、ゴール地点から町内中心

  に戻る場合、 コース上は次のカテゴリーの競走で通行不可になるので、案内及びコ
　ース図の迂回道路を利用のこと。
②ER、FR、ジュニア女子参加の選手は当日受付参加者を含めスタート地点が周回コース
　上のため 午前９：００より町内中心地より移動がコースを通ることが出来ないので
  注意。上記時間以後にスタート／ゴール地点に移動する場合は、①での迂回路を利用
  することにより競走中の時間帯でも山橋自治ｾﾝﾀｰ(旧・山橋公民館)へ移動が可能。

＊交通ｱｸｾｽ ・「車」利用の場合
東京方面より
「東北自動車道」で矢吹インターからあぶくま自動車道利用～玉川 Ｉ・Ｃで降りる。
標識に従って石川町へ
浦和料金所より２時間　玉川 I・Ｃ１５分
宮城方面より　「東北自動車道」で須賀川インターから石川町へ３０分
　　　　　　　　

※問い合わせは、全て左記へメールにて。

 ※レース参加料は、いかなる事由があってもエントリー後の返金はしない。
 ※ＷＥＢの不具合などで、エントリーが間に合わないことが事前にわかっている場合
　 は、メールにて事務局まで連絡する。締切期限内であれば対応。

全日本実業団自転車競技連盟　本部事務局 

5,000円／名（保険料含む）

JBCF公式ホームペジから申し込むこと。http://www.jbcf.jp

平成２２年７月５日（月）　着金
 ※締切り日に着金していない場合は、出走できない。



・「列車利用」の場合
東京および宮城方面より「東北新幹線」郡山下車、
水郡線（水戸までの線）で４５分　磐城石川駅下車

16 宿泊斡旋 ＊お問い合わせ　石川町役場産業振興課「石川町観光物産協会」
TEL０２４７－２６－９１１３　FAX０２４７－２６－４１４８
宿舎の申し込みは、宿舎一覧表を参考、直接宿泊希望宿舎へ参加者から申込のこと。

■宿舎一覧表(申し込み時確認のこと。) ※各料金は１泊２食付です。
地区 ＴＥＬ 料金

0247－26－3131 お問い合わせ下さい

0247－26－4101 8.000円～
0247－26－2535 8.000円～
0247－26－5111 8.000円～
0247－26－2057 7.500円～
0247－26－1131 7.000円～
0247－26－1012 7.000円～

片倉温泉 0247－26－2206 9.000円～
塩ノ沢温泉 0247－26－6188 新築中（９月まで）

ビジネスホテル 0247－26－6161 6.300円～ ※シングル
0247－26－2860 5.000円～
0247－26－1057 5.300円～
0247－26－0539 5.000円～
0247－26－4798 5.300円～
0247－26－2278 6.000円～
0247－26－3984 5.500円～

松多屋

母畑元湯

八幡屋
ホテル下の湯
源　苑

高蔵内ホテル

井筒屋

母畑レークサイドセンター

宿泊施設名

湯の里
緑屋旅館

西田屋
薬王館

美保旅館
みやこ旅館

母畑温泉

大国旅館一般旅館　

猫啼温泉

しおや


